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著者ぽ先~t:(めの耕地を湛水するか否かによって7.1<.Eflと畑地ft:2大別し，それらの回畑t:自生
して，直接叉は間接!亡作物を害する草木を夫々畑地，水田雑草と称した.叉それらを(1)強客
草;耕す耕地[t:よく適応して量的に発生が多ζ作物をと圧倒するもの，叉は量l士少くとも駆除が
非常に困難なもの. (2)害草;耕地内の発生が前者より少<. 叉駆除が前者程厄介でたいも
の. (3)弱害草叉は睦畔雑草.普通t:臆畔!乙多く生え耕地内にはその管理を怠る場合のみ発
生ずる，与u.の3つに区分した.著者は主として耕地内のみに発生する狭い意味の耕地縫車は
一般原野の自然プロラを構成する野生植物と可成り異る習性をもっ一群と考えるが，著者が先
に発表した種類には耕地。みでなく，耕地の臨畔， 路傍，或は原野を通じて発生する種類を包
括L止のである.しかし，一般に原野草であ9て開墾，開拓地などの一時:的に雑草として残る
もの， 叉一部堵質事つみに於て雑草と認められるものなどI';tj前述の本邦雄草の種類から除外し
た鞍後各地問於ける 2.4-D除草剤の研境t:伴Wl7〕，載草研究の関心が高まり各地域の (1-3，
lG-'， 2!.問問畑雑事の種類及その生態的調査等の発表があり， 文，原野及新開墾地 (11，20，均等
{'t:於ける雑草の種類や生態的特性，裁は土性の指標植物，叉は飼料としての利用からその分
布，発生量士l:!:が発表せられるようになった加えて，験後各国からの進駐車によっ℃若干の
新しい帰化植物が渡来した.(n， 10・19，羽， 31)その多くは叩締約で短期間に消失したが， 中には地
方的に雑草化が見られている.
それらの報告の内，耕地雑草として記載があるものは著者の弓強害草乃至筈草と大体一致
するが，中l't:I公著者が容草としたものにも果樹園，茶園，多年生嘗物圃の様l't:余り耕起されない
畑.こヲU'Ej句るものにあっては，それらが一般には原野又は路傍等!と多〈発生すると1とろから原
野草叉ぽ明間草として取撮っているものがある.例えば，ネザサ.~パ，イタドリ，グケ=グ
サ，ヤハズサウ，ススキ，チガヤ，ノアザミ，其他である.誕百ロ審者が前報で一応本邦耕地雑
草の種類から探外したもの，例へば，ノコギリサウ，ヨツパヒヨドムアキノキリシザウ，ツ
りガネ=γジシ，ウスペ;::.;:.ガナ，ヒメグヌキモ，ヲJ1リヨザウ， ヒヨグサウ， ハナウド，キ
ツネノフネ，ツリフネザ・ウ， ヒメナミキ，グイヨシサウ，ナシパシハコペ，ヤマゴボウ，クサ
プジ. ;::.ガイチゴ，カグタ 9.カミエピ，ノプドウ，ヤマイモ， トヨIl.アゼナJレコスグ， シ
パスグ，ヒメ シグ，カウヤワラビ等は北海道，〈Ma勾， 27， 28)東北，C123関東，{ 29)東海，C83其の他(1の
のし 2の地方に於て雑草として毘載がある. それらのちがいは各研究者によって雑草の栂念
乃至定義の広狭があり，狭くは耕地雑草を訴却に於ける雑草に限定するもの，叉雑草の定義を
広くして， 山聞の農地，放牧地叉成森林首圃等の農用地に生える一般原野草に及ぼすものが
あり，或は地方によって局地的に原野草の雑草化が見られるためである.
最近著者向は本邦耕地雑草種類並にそれらの地理的分布，発生度及それらの種類の海外に於
ける分布等について従来発表している成績を再検討して，併せて本調雑草の原産地並!と来援等
の綜合蹴喜容を英文報告した.その論文('t:は先t:発表した耕地雑草とは別に地方的雑草叉は開墾
〔農学研究第42巻第3号 97-113頁 1954) (97) 
地lC残る種類を一時苅雑草の名称のもとに一括して種類名を表示した，裁に英文報告に於て訂
正補遺した種類と併せτ地方的雑草及び開墾地に最初のみ残る 1時的雑草とした種類， それら
の地理的分布及発生度並にそれらの海外に於ける分布，叉，本邦の処々で雑草と認められる帰
化植物の種類を表示し，本課題第5報として発表したい.向，本調犠草の各原産地及来歴等に
ついては別稿にて発表の予定である.
本文を草するに当り先の耕地雑草調査の際(C併せて主に原野巴自生する種類及その相対発生
度について御回答を辱うした斯界先輩の諸氏〈芳名は第3報に摂載)に対して謹みて感謝の意
を表し，職時又は験後(C御他界せられた強方の故人方の御笑帽を祈念します.
調 査 の方法及成 績
調査の地域の区分と調査の方法は木課宮の第 3報!乞示したように1942~43年!C於て本邦各地
在住の植物研費者37氏を煩わした回答の内，一般には原野草として只ー，この地方のみで雑草
と認、ゐられるもの，又開墾地やその周縁の原野や7k湿地の野草としたものを集録し，それを骨
子l-C併せて著者の調査〈東山，東海地域を除く〉を加えて極めた.肯それを縄めるに際しては
後述の参考文献(C記載の耕地雑草，原野草又は開墾地維草の種類並l乙職後各地で発表になった
帰化植物に関する文献を比較参照した.
畑地雑草種類の補遁
英文報告に於て先天コ第3報の畑地検草に補遣した橿類， 1Mちグ;I.""y，;.y，ヒナギキヤウ，
"'/ ;1 ，カラスノゴマ，ヤプガヲシ，タ .=.;1パ，ナギナグガヤ，オホアワガ.r..l1等の8種の地理
的分布とそれらの発生皮及海外("C於ける分布等は第1表の如くである.それらの内，ヒナギキ
ヤウとグ .=.;1パぽ水回並にその睡畔にも生育するので次項の回畑共通種("C加えている.
田畑共温難草種類の補温
第4報l"C於て衣の14科 40種が田畑両者("C共遇的に発生する種類と述ペた. gpち， トキYサ
ウ，グカサプロウ，コオ=グピラョ，アゼムシロ，フグパムグラ，アゼナ， トキハハゼ，ウリ
グチ，スズメノタウガラシ，チドメグ4J-，ヒメオトギl1，オトギPチウ，アゼオトギムコケ
オトギ 9，.r..ピイチゴ，ヲ A ピイチゴ，グネツケパナ，キツネノボグシ，イヌグデ，サナh グ
デ，ウナギツカミ，ママコノシPヌグヒ，ヌカボグデ，ツユグサ，ググガヤツリ，ヒナガヤツ
l1 ，カヤツリグサ，コゴメガヤツl1，アヲスグ，コアゼガヤツl1，ヒ γタガヤツムスズメノ
デツポウ，カズノョグサ，イヌピX， サチガヤ， イチゴツナギ， ヒエガ九九ハマヒエガ九
九イヌドクサ等である.験復は従来7.1<.楢を連作した土地の一部を一時的に畑地化し，畑作物
や飼料を輪作する所謂，回畑転換作が試みられ，との様t:r.畑や其他排水不良の土地で除第3報
7で水回雑草とした戎の拘置が業等の湿った畑に発生ず.るととが認められた.グウコギ， ヒナギ
キヤウ，アゼトウガラシ，アカパナ，アワゴケ，ヒ :J.r.ピイチゴ，ネコノメチウ，スカシグゴ
ボウ，ケキツネノポグY，グユツパ，アキノウナギツカミ，ヒガYパナ，イボタサ，アゼガヤ
ツl1，ウシググ，ヒメテγツキ，ノデシツキ，テγツキ，グロテγツキ，ヒデリョ，アゼテ:y
ツキ，ヤマキ，ヒメググ，セトガヤ，ョプナグザ，ジュダグマ，ケイヌピヱ，ムツオνグサ，
ウクノシツペイ，チゴザザ，アゼガヤ，チヂミザサ，ヌカキピ，スズメノヒエ，グ十ヨシ，ア
シ等でa;!J.それらの多〈ばカヤツリグサ，イネ科に属ずる種類である. とれを前記の種類tc，
加えて回畑の共通雑草は18科76慢とtr.る.
(98) - 10ー
第 1表
てミ¥・-----_地域区分と発生度
Cam凹n叫ac飽 e キキヤウ科
Wahlenbergia gracilil A DC. 
ヒナギキキヤウ
Labiatae ~ソ科
Perilla frut~lCem BRIT. f. 
viridis MAKINOν ソ
Tiliaωae !/ナノキ科
Corchuropsis tomentOSLl MAロNO
カラAJ-:r.，.
Vitaα沼e プドウ科
CissuI japonica WiLLD・ ヤプガラ V
Polygonaceae /ilデ科
Polygonum nepale出 eMEIBN./il '" y バ
Gramiru沼e ホ壬ノ科
Festuca Myuros L. ナギナ /ilガヤ
Phleum tratense L. オホア17-H，..9
畑地雑草の補遺種類
北三南北東京山瀬北南 12JS-
海 員九 II喜|海外に於ける分布
遭陸蓮華陸山海陰海州海 1:均 Ip.u.
o 3 3 3 3 !l 4 4 3 2 1.71 01 K，.F'yC，E_，l}!fl~ i wA， 1，-nA (Eu) 
P 000 0 0 3 2 3 2 4 1.4 • • K. F， C， IC. 
Af， Au 
S 4 443 343 3 3 3 3.4 。C 
S 0111232223 1.7 A K.C 
. 
3.21 01 K.F(C，IC.1) P o 3 344 4 4 433 
S 3 3 3 3 342 2 2 2 2.8 
S o 2 2 3 2 3 2 423 2.3 。N (E)， E， wA 
P 533 3 2 2 2 1 0 2.3 01 N(Eu) E， Am. 
Au 
備考 (1)発生度は畑或は水国内のみでな〈陛畔其他を遜じて会事事官ヒ示した. 5・・・地力車内に多数発生
ナる. 4・・・稀多〈発生ずる. 3…少数だが庚<K忍占うられる. 2.・・点#と少数発生ナる.
1…績に発生ナる. 0・・・発生しない・
く2)筈耳I:l.lf P水回， u畑地， 0印轡草， ・印日本南部の筈草， AI:同署管草
く3)海外に於ける分布， J*日本特産， R琉球， K朝鮮， F台湾， C中国 (M満州)， nA北京ア
ジア‘(ヰb満， ~同 9 -t'，沿海洲，様太)， 1印度， (ヒマラヤ)， IC印度文那， Pフイりザピ
:v， cA中央アジア， wA西アジア， Eョー 官、Yバ， Afア7 ]1カ， Auォ-Aトラリヤ，
Am北米， SA南米， T熱平野地方， N 帰化植物.
(4)生育期間 S..・夏季1年生， W.・・冬季 1年生， P…多年生.
く5) ( )内は原産地， Eu・H ユーラ V ア， E.・・ヨー ロヲパ， ow...J日世界， ( )内は母穫の分
布を朱ナ.
畑地及水困難草種類及地理的分布@訂正
先に本邦に広〈分布する畑地雑草50科， 266.種，同じく水田雑草42科， 186種と発表したが，
前述の田畑に補遺した雑草を加えて畑地雑草を 53科， 302種，同巴く水田雑草 43科， 191種と
訂正したい.尚，筈草の程度によってそれらを畑地強害草日種，問客草139.種及同弱害草(畦
昨雑草)100種，又水田強筈草30種，問答草73種及同弱害草88種と各-'<3区分した. 1i札前
述の様にそれ等の内， 1邸キ， 76積が畑地，水田のどちらにも発生する共通雑草である.放に田
畑雑草の総数政 417種と算定せられる伽.叉，その地理的分布を見ると~I鋪道は畑地雑草 302
一11- (99) 
の内 120種，水田雑草191種の内76種を欠くのである.北海道を除けば本州，四国，九州に於
げる雑草種類と地理的分布の差は極めて少い.即ち，畑地雑草は三陸に35種，両濁，北陸に各
A30置を欠き，関東以西南の地区には8から11種が見られない.又，71<.問雑草に於ては三陸に
，15種，両羽に 13種，北陸に7種，闘東以西には 2から 5種がみられないのみである. 又とれ
等本邦雑草の外国に於ける介布についてもその後に文献を集ゐてしらペた結果，先の第3，4報
告の成績を若手訂正した.例えば先!c日本固有種は畑地問於て4種，7k回に於て2種としたが
其の後に於て記録によって朝鮮叉は中固に於て:分布するととを知ったので結局日本国有積はネ
ザサ類〈畑地)， アギナシ(水田〉のみでる!J， 叉海外の各地域との共遁種の内釈は延種類数
で，共の様に算定された rwち，畑地雑草は朝鮮との共通種約280種，台湾172.種，中国約240
種，東南アジア 82種，印度77種，北東アジア〈シペリア，満州等)63種，ヨ{ロツぷ約100
種，北米95積，西又は中央アジア約50種，北アフリカ 54種，オーストリヤ約50種，中南米
20種等であり，叉71<回雑草の各国との共通種類は畑地に於けると同様の11頂序の地域別(tC f~ザれ
ほ夫々約180，110， 160， 73， 64， 55， 44， 39， 18， 35， 28， 11種である. (詳細除問参照)
〈註 ζ こに耕地雑草として掲げた閑畑417種の種類には耕地，路傍，原野を通じて発生するものが可成り
多<，中には耕地内主りも原野に発生ずる方が多い種類もある.若し耕地雑草を主として耕地内に発
生ナる種類のみに狭〈取扱う時は著者のいう頭書草の大部分と筈草の一部のみとがそれtc!衰当するこ
とになり，耕地雑草の種類は官官惑の 1/4乃至 1/6程度となろう.)
本邦の開墾地のー略的雑草並に地方的雑草の種類及費生度
一般には原野草であるが処に於て雑草となり，叉新開拓地に開墾前にあった種類が，業処tc
短期間残る種類を仮に地方及一時~'1雑草の名を与えたそして，それらの種類が耕地，開墾地，
その臨時及び周縁の原野を遁じ℃発生する大体の発生度は第2，3表に記載した如くである.
第 2表 地方的叉は一地句な畑地の雑草援額とその地銀的分布及発生度並に海外に於ける分布
----_ 地域区分と発生度 生 北三爾北東双山瀬北南 卒育 海 戸 九 均 海外に於ける5期 内 数 布
植物名(科名，学名，和名) -_、.ー司h司-、、 間 道陣須陸山海陰海州海 Il: 
Compositae キタ科
Achillea sibirica LEDEH. ノョギ 9サウ P 42202 ? 1 101 (1.3) K， M， nA，A 
A釦回C叫 l偶 himalaicumEooF:w. ，)プキ P ( t X~)(+X + X"'X +)(+ X+X t-X.t-) C+) K，F， C， M， 1"
ArtemiJia capillaris Tfl.UNIl. P 022 4 3 3 443 3 2.8 K， F， C， M， 
カノ、ラヨモギ
A. dubia WAll. ='シヨモギ P 。 333 (0.9) R， F， C， 1 
A. Fedt.おiLEv. et VAN. ヒメヨモギ P o 3 1 2 1 332 2 3 2.9 K， F， C， M 
A. japonica THUNB. ヲトヨヨモギ P 434 424 382 2 3.1 K，R，F，C，l¥I P 
A. Keiskeana MIQ. イヌヨ毛ギ P 2 3 3 3 32 323 2.7 K， C， M 
A. scaber THUND. シラヤマギク P 3 3 4 334 3 3 3 O 3.4 K， F， C， M 
Bidens pa開 iflaraWILLD・ S 。 (トX+X+X+X+)く+) 1¥， C， M， nl ホッパセ :/l}'yグサ
Carduus crispus L. ヒレアザミ w ?111121121 (1.1) K，nA，IC，E， wA 
CarpeJium abrotanmdes L. ヤプダパヨ P 4 4 o 3 3 3 3 344 3.6 K， F，C 
C. c官閉山mL. コヤプグバ= P ? 2 222 3 3 3 + 3 (2.0) K， R， F， C， 
Cephalo胃φlossegetum KITAM. P o 0 000 0 f) 0宇+ (T) K，C，M アν・チアすfξ
(100) -12 -
Ckrysatflhemum japone脚 NAKAJ P o 0 ? 0 0ηo 4 + 4 (0.8) J骨
ノヂギク
C. MakitWi MATUM・etNAKAI P 042 2 4 4 4 4 0 5 2.9 3‘ 
Fユノウギク
Emilia sonchifolia DC. ウスベ#=11ナ S o 0 0 0 o(+X+K+X+X+) (+) R. F. C. IC. Ai. T 
Eupat仰向mjaponil四 mTlIlNs・ P 3 3 4 3 3 4 3 434 3.4 K. F. C. M.P 
ヒ百ドリ，..ナ
Gnaphalium hypolellcum DC. S o 9 0 9 1 9 2 9(+X+) (1.2) K， F. C. 1. P 
アキノノ、ノ、=グサ
民 teropappushiゆ・dusLl'ss. S o 0 0 0 0 3 2 3 3(+) (1.1) K. F. C. M 
アレノノギク
Inula salicina L. var. asiatica KITAM. P 44632292{令)(+) (2.4) K. M. nA (E， 
カセンサウ CA) 
Lactuca chinensis MAKINO fjXカサゴサウ P 032 1 1 3 2 22 1.8 K 
L. sorroria MIQ・ ムラサキ品売fナ S o(+X+X+X~X+l+X+X+X+> (+) F 
L. polycephala BENTII. et HoOlc. P o 0 1 0 1 9 1 232 1.2 K. R， F.C. J.wA 
ノーガナ
L. tamagaw.皿msisMAKINO P o 3 3 1 :J 3 304 (2.0) K. F 
ヵ，、ラー 争'17'
Petasites 1ゆ倒.ωSM.AXIM. プキ P 244 4 344 333 3.4 K. R，C 
P.iHapO訓RT4.叫 SアMキA5R2プM.キvar. giga7lteus P 6(+)4 0 0 0 0 0 0 0 (0.9) nA 
Serratula coronata L. fjXムヲサウ P 。(+)2 0 (-1-) 3 1 2 3 (+)(1.1) K. cA. E 
Solidago japonic(J KITAY<r. . P 4443334 3 9 3 3.3 K.C 
アキノキ Fンサウ
Tarax.町帥nalbidum DAIILST. P o 2 3 1 3 2 4 2 3 3 2.3 K 
V ロバナダンポポ
Campanulac伺 e キキヤウ科
Aゐ1棺ゆqFohmomca tdphyIla A. DC. var. P 4 4 6 4 3 4 3 4 4 3.8 K， F.nA 
HARA. γ1)1ネ=シジν
' PlatyCl時 1 grandiflorum A. DC. P 2 442 3 3 3 3 (2.4) K. C. M. nA 
キキヤウ
Rubiac泡ae アカネ科
Galium graci加 SMAKIN() P 323 2 3 2 3 3 4 (2.6) K. R. F. C 
ヒメヨヅバムグサ
G. pselldo-asprellllm MAKINO P (+X+X+X+X+XトX←)(+)(+X叶 ( +) K. M. IC 
オホ丹ノヤエムタ'ラ
G. verum L. var. asiaticllm NAtu.I P 4(+X~X+X+X+X+X牛X+X -r) (0.4) K 
キバナノカノ、ラマツバ
HdMyovmtds ta LdHndAhByA ana HOOK-var. S 0223333 333 2.5 K. C. IC (1) 
~， t'カグサ
Parderia scanゐπSMRRRUA P ? 4 4 4 4 岳 434 く3.6) K.R， F，C， P 
A クツカヅラ
Oro回nchaCll泡e J、マウツボ科
1 S 12 (....)(+X+) 3 (十)3 2 (+X ~)I (1.0) I R (IC.1) Aeginetia indica L. ナシバジギセル
Scrophulariaceae ~マノハグサ科 1 1 I 1 
Ver側 icalaxa BF.NTH- ヒヨクサウ |p 1(+) 2 2 2 (+) 0 1 2 (+X+)!(O.9)! c. 1. wA 
Solanac国 e ナ?<科 I I 
Physaliastrum 川崎市.ωmH ONDA 1 P 1 3 2 3 2 2 1 2 3 3 1 2.1 1 K， C， M 
イガホホズキ I I 
Solanum Maximawiczii KOID7. P 1 2 2 :3 :3 2 (+):3 (+)(+) !(1.2) 1 R 
マパ-，....1ホr-V'
Tμbocatsictlm anomalum MAKINO 1 P 1 3 0 3 3 3 2 :3 :3 3 3 1 2.4 1 R. F. 1. P 
ハダカホホズキ
-13- (101) 
一一一一
Labiatae !/ '/科
Ajuga nI;会伊nensisMAKINO 'Yウーヒト h P 0313242200 1.7 J‘(C) 
Isodon inflexus KUJ)() ヤマノ、?カ P 3243333 334 3.1 K， C，乱f
1. I'ゅoniωSHARA ヒキオヨシ P o 2 232 3 3 333 2.4 K，F(C，M，nA】
Lamium album L. var. barbatum P 4 3 4 2 24 344 3.2 K， C， M (E， cA， 
FBANCH:. et SAV. ヲドリョサウ AfJ 
L即柑ur凶 macranthusMAXIM. キセ]:1~ P (+Xト)(+)(+X+ x +X+X+ X+X吋 (..) K， M， C 
Orthodon japonicum BE羽TH:・ ヤマジ Y S 0(+) 3(+X+) 2 3 2 3 2 (1.5) K 
Perilla citridora NA t<AI レモンエゴマ S 000113333 1 1.5 1‘ 
Salt1Ia chinensis BBNTH.アキノダムラサウ P o 3 1 3 3 3 4(....)4 4 (2.5) R，C 
Scutellaria indica L. /ilツナミサウ P o 3 2 2 3 3 3 333 2.5 K， R， F， C，IC 
Convol四 laceae ヒルガホ科
P 14… X+) Calystegia岬>iumR. BR.ヒロノ、ヒルガホ
AscIepiadaα沼e 1/7:1イ毛科
Cynanchum m即 ranthumNAKAI. P o 2 3 3 1 0 
シロ~ナカ号メダル
200 (1.1) 1倹
C. paniculatum KIT.AGA W.A ;;t.ズサイコ P o 3 3 333 2 323 2.6 K，C， M 
C.n必加問。'lat帥nMATSUlI. VRr. 00. 
tusulum MATS{)'~t. :r ~ノカモメヅル
P o 0 0 3 2 3 2 223 1.7 1・
Umbelliferae セリ科
Heracleum Moellendnrffii HANCE P 4 4 332 4 3 3 2 (2.8) K， nA， Am 
ノ、ナウド
Osmorhiza aristata M.AKlNO et Y.ABF. P 3 3 3 344 4 3 3 4 3.4 K 
ヤプーシジン
Violaceae ;;t.ミレ科 . 
Viola Patrini DC. !/ l:! ~ナ;;t.~レ P 3 2 3 43232 (2.2) K， F， M， nA 
V. semilunaris W. BE(，KF.R アギ;;t.ミレ P o 2 3 1 3 3 2 1 (1.5) J鴨(K，F， C， MJ 
Tiliac伺 e シナノキ科
o 0 0 0 D 3 0 2 3 311.1 Tri脚 '.thettajaponica MAKINO S K 
ラセシサウ
Vitaceae プドウ科
Ampleopsis brev俳，dunculataTRAUTV. P K，CF， C， M， nA) 
ノプ1-'.， 
Polygalaceae ヒメハギ科 I I 
Polygala japonica HOU'lT. ヒメハギ I P I 3 
1 S I。Zygophyllac.偲.e "、マピシ科 o 0 0 G 2 2 1 ? ? 1(0.5) I F， C.T Tribulus terrestris L. ハマピシ
Geraniaceae アウnサウ科 | 
Geranium品 iricumL. var. glabrius I p I 4 
OHWI イチゲプウロウ I l' 
o 0 5 0 0 1(0.9) I K (C， M， nA 
wA， E) 
Leguminosae マメ科
AmphicaゆaeaEdg，側 JOrthiiBENTH. var. I P I 3 2 3 4. 3 4 3 3 3 3 I 3.1 I K， C 
j吟部caOLIVER ヤプ守示
A割Ik必 m仰防司・IOliWI var. nipponesis I S I 0 2 0 2 2 3 2 2 1 2 I 1.6 I K， C， M
OH:WI ヤプツルアズキ I I I I 
Crotalaria 附 sil，がoraL. /il声キマメ I S I 0 0 0 0 2 3 3 3 3 3 I(1. 7) I K， R， C， M， 1， IC 
Dun回siatruncata Snm. et Zuco. P I 0 4 2 3 3 4 3 3 3 3 I 2.8 I K 
ノササゲ
(l02) -14-
Dllnbaria vilosa MAKINO ~アヅキ P o 302 343 3 3 3 2.4 K. C.F 
Glycine 80ja SIF.s. et Zr('(J. ザルマメ S o 3 3 2 3 4 3 333 2.7 K. C. M. nA 
Kummerotlia n争ulaceaMAKTヌ。 S <+X+X+X+X+X+X+X+X+) (+) K. C. M. nA 
マルバヤハズサウ
Lathyrw maritimus L. "、マ且シドウ P 3334344434 3.6 K.C.Arn.E 
L.何旬開問仰 LlTw.レ V リEFウ P 1311212220 1.6 K，A C，M，nA， wA. E.Am 
Leφ~%a strt開 sNAKAI J、ヒメドハギ P 0111242344 (2.1) C 
L tome世t剖aSmn. イヌハギ P 033323232 2 2.3 R.F.C.M.nA.I 
Pueraria lobata OUWI クズ P 6 5 5 664 4 444 4.6 K.F.C 
Rhynchosia tr，何minatifoliaMAロNO P o 0 002 3 2 222 1.3 K 
l-キ Fマメ
R. fJolubilis LouR. tx:--キ Pマメ P o 0 002 3 3 3 3 3 1.7 K.R. F. C.P 
8othora flat配備 AITON クヲラ P 3 2 3 3 3 3 334 4 3.1 K.E.C.nA 
Vicia amoe聞 FISfI. ツルフジ~カマ P 4 4 4 2 2 332 0 0 2.4 K. C. M. nA 
V二CヤaccaL. クサフジ P 6 4 3 3 2 3 3 222 2.9 K. C. F. M. nA. E， Af 
Rosa国ae ~ラ科
Filipendu/a kamtschatica MAXJM. P (+x+x+x+) (+) nA 
オ=yモツケ
Geum japonit:um THUNB. ダイヨシサウ P 6 4 4 4 3 4 3 3 3 3.6 C 
Potefltilla cnrtigrana MAXIM・ P 4 4 3 3 2 2 1 2 4 (2.6) K.F. C 
ヒメ Aピイチ~
Rubus mr抑t凶 T区UND・ クサイチゴ P o S 134 4 3 332 2.6 K.C 
R.同crothyllusL. . jfイチf P o 3 2 344 3 224 2.7 C 
Cruciferae アプラナ科
Arabidl.司psisThaliana Hs'刊日. w 1 2 2 3 222 (1.4) K. C. 1C. E. Af 
シロイ声ナヅナ
Arabis glabra BERNH. ハダザヲ w (+) 4 3 3 3 3 2 3 2 3 I (2.6) K. M. C. nA. cA. wA. Am 
Papaveraceae ケシ科 I I I I 
Corydalis incisa P.F:R8.ムラサキケマン Iw I 2 6 3 4 4 3 4 3 3 4 I 3.6 I K. R. C 
MenispermBceae ツヅラフヂ科
Cocculus trilobus DC. カミエピ， P o 304 4 3 (1.4) F. C 
?守ヲテラフ.y
Ranun四 laα泡e キ vポウゲ科
Clematis atiifolia DC. ボタンヅル P 0344343334 3.1 K.C 
C. Paniculata T町 ND. セン=シサウ P o 334 4 534 3 4 3.3 K.F，C 
Ra加市ul回 Zucc町向iMIQ.ヒキノカサ P 0111122221 1.3 F，R，C 
Caryophylla償制ナデショ科
CUCubalus bacmyvMLTE .var.japmdcus P 3 2 323 3 2 2 3 2 2.5 K， F， M， nA 
IQ. ナ:.-'.，..:，...~，::zペ (1， wA， EJ 
D1・amhuslangicalyx MJQ.. P 234 4 3 4 3 4 3 3 3. K，F，C 
カハラナヂY :I
Ai筑渇ceae ツルナ科 ・
Tetrag，肘dα tetragonidesO. KUNTZR P O0002， 43333 1.8 K. F. C， 1C， 
ザルナ Au， sA 
Phytolaccaceae ヤマ f ポウ科
PhYlolacca esculnrtαVAN HOUTTE P 2 2 3 2 2 2 3 2 2 2 2.2 F 
ヤマ =rボウ
-15ー (193) 
Ch伺 opod泊ωae アカザ科
Chenゆodiuma/hum L. var. S 232 1 “。 d。・。.(1.4) K 
Jtem司(>hyllumMAKTNO ホソ~ノアカザ
Polygonaceae /ilデ科
Polygonum brevi‘ockreatum MAKINO (+x十 x+X+) ( +) K 
ナガバノヤノネグサ
P. c碑ゆitOlU71BLUME -'， r /ilヂ S 4343343 .3 4 (3.0) K. C. IC 
P. d.割削o.!JlatumFR. SGHF.羽. S <+x+X'←X-I・X+) く+) nA 
オホツルイダドリ
P. erecta.minw MAKINO ヒメ Fデ S (+) 2 (+X.t-) (0.2) 1‘ 
P. filiforme THUNR. ミゾヒキ P 5 4 4 4 344 4 3 4 3.9 K. M. C. IC. Am 
P. 0γientale L. オホケダデ S 232 2 3 2 2 2 2 (2.0) K. F. C. 1. IC 
P. sachalinense FR. SC!rn.オホイ Fドロ S 424 4 .3 0 0 0 0 0 1.6 nA 
P. trigonocarpu711 M....KTNO S 222 o 2 0 2 (1.0) K.F 
ホソメイヌダデ
P. viscoferum MAICINO ネ ~!)/il デ S 323 3 3 3 .3 2 2 2 2.6 K. R 
P. Makinoi NムKAI オホネ ~!)!il デ S 323 3 2 2 (1.6) K 
P. viscosum H4MTLT '"ホヒ Fデ S 021113222 (1.4) K. F. C. 1 
RllmtX long約liusDC. ノダイ P ウ P 2 2 3 3 22 2 0 1 2.0 K.E.C.CA 
Aristolochiace配ウマノ旦ズクサ科
Aristolocma debilis S四日.et ZUCIJ. P o 1 2 3 2 3 233 (1.9) C 
ウマノ貝ズクサ
sao悩laceae ピヤクダシ科 I I I I 
Thesium chin開 eTu&cz. カナピキサウ IP I 3 3 2 3 3 3 .3 3 2 2 I 2.6 1 K. R. F. C 
Urticaceae イラクサ科
Boe.加相対aholosericea BLUMEオヤプマヲ P 0131242443 2.4 K. C. IC 
Lα'1>ortea bulbifera WEl1DELT， P 4 (+X+X-f・x+x+x+x+x+x+) 0.4 C 
ムカ fイラクサ
Urtica Thunbergiana SIER. et Zu∞. P 4 233 2 2 3 3 3 3 2.8 K.F 
イラクサ
Morac.ea.e クノ、科
Humlll山 Lupul回 L.var. cordifolius P 4(+X+買+X+X+) (0.4) C (E， wcA. nA， 
MAXIM. カラハナサウ Ant) 
Orchidaceae ラ v科
P132332343321MimeMM Spiranthes sin酔2SIsAMF.S 手ヂ~ナ
Dioscoreaα!ae ヤマイモ科
Dioscorea bulbifera L. ーガJユウ P 。。23 .3 .3 3 2 (1.4) K. F. C. IC， 
D. gracillima MIQ. ダチドヨロ P 。o .3 3 322 3 2 (1. 7) J後
D. japonica THUNs. ヤマノイモ P 0334343333 2.9 K.F.R. C 
D. Tokoro MA.KlNO ォー ドコロ 'p 034 4 333 323 2.8 K 
D. quinqueloba THUNs. カ A デドコロ P 。(+)3 3 2 .3 2 3 3 3 (2.1) K. R.C 
Amaryllidaceae ヒガンバナ科
J.ycoris sanguinea MA羽 M・ P o 3 3 4 333 332 2.7 C 
キツネノカミ Y!)
ClO3) -lf3ー
Liliaceae ユ P科
Allium Sc1u.閥均prasumL. var. foliosum P 
REGEL アサザキ
334 3 122 2 2 (2.2) nA 
Erythronium jatonicum DE(JNE・カタク PP 4(+X+X+X寸+H-) (.).4) J僑
Metanarthecium lnte~iriゐ MAXIM. P (.) 2 3 3 2 3 3 3 2 (2.1) 1‘ 
ノギラ v
Cyperaceae カヤすりグサ科
Carex gibba W AHLENB. マスタサ P G 3 4 334 4 333 3.Q K，C 
C. jatoni.臼 T町 NB. ヒゴクサ P (-.-X宇 X+X宇 X宇 X+X宇 XトX+X←)(+) K，C 
C.骨協同glωsaFRANC!I. et SA V. P o 4 332 3 3 2 3 2 2.5 K 
=ジユズ;<.ゲ
C. Miyabei FRANCH. ピロウドスゲ P 444 3 4 3 (2.2) J骨
C.世間αtaFRANCH. et SAV. シ，..;<.ゲ P 。1 321 1 1 122 (1.4) K 
Sc1u.朋 usapogon ROEM. et SUffULT. S 
ノグサ
& 3(+)& 2 3 3 3 3 2 (1.9) R， lC， Au 
Scirtω Wichurai BふJ.KLR.アプラガヤ P 3(+X+X+X+X+X+X+X+X，) (O.3) K， C， Ms， nA 
Gramineae イネ科
4gvOqpEyWvI 捌 ciliareFRAN(JI{. var. minus P 。3 2 334 2 2 3 4 2.6 K 
アヲカモヂグサ
Agrostis clavata TRlN. ヤ守男カポ P 4 3 33(t)3(Y)2(+X+) (1.8) nA， E 
A. hiemalis BRIT'r. S四回目， et w 4 4 3 (+) (1.1) K， nA. cA， Am 
POGGsNB. エグヌカポ
Calamagr訓 sEtigeios ROTII ヤマアワ P 434 4 232 222 2.8 K， nA， cA， E 
Digitaria Isc.加抑制mMUIII却 n. S (+X....X+X+X+) (+) E，C，Am 
キダメヒI!/'"
Din昭市ornitMtodaT斑 N.カ1)~ /;t tJヤ S (+) 3 3 2 3 3 2 2 & (1.8) (1， Au， lC) 
Eccoi[.係協scotulifer A. CAMロ内 P 3 3 3 4 3 4 2 3 3 4 .2 K， F， C， 1 
アプラ見スキ
Eragrωtis j，ゅonicaTRIN.:2 =rメカぜクサ S o 2 2 G 2 2 222 (1.4) K，R，F，C 
Ftstuca四 inaL. var.制 19arisKαm. P (+)333(+)2232(+) (1.8) F，C，Cw，E 
ウV ノケタ・ザ
MuhZmbergia jat叩nica缶町D・ネズミガヤ P 4443343344 3.6 C，nA 
Setaria geniculata P. BEAUV. S (+X+X+X+X+X+X+X+X+X+) (+) T 
コザプキ:V-"'-ノヨロ
Polypodiaceae ウラボシ科
Aゅleniumincisum T町 NB.トラノヲシダ P 5 4 3 4 3 4 3 4 4 4 3.8 F， C， M， nA 
Athyrium 吟onicumH創価・イ買 7 ラピ P 3 3 3 4 4 4 2 322 3.0 K， C， M 
Blechnum nitonicum MAKINOν!/ jf!/ラ P 6 4 4 5 2 4 2 333 3.6 K 
D仰が糊jatonicumBEDD. I!/ケV ダ P 3343343334 3.3 K， R， F， C 
Dりゅ抑イsιuminntaNAlCAI ホ Y ダ P & & G 2 3 4 5 4 3 5 2.6 K， F，C 
D. africana C. CIm. ミグシダ P 3 4 4 4 3 4 244 4 3.6 K， F， C， 1， lC， AF 
Matteuccia rtruthiOtteris TODARO. P 5 4 4 4 3 3 2 222 3.1 C， nA， 1， Am， E 
タサソテツ
Mi.σ01.ゆiati・1ωellaMOORE イヌ!/1-" P (.) 4 3 3 ~ 4 2 4 3 (2.6) F， C， M， nA 
Pteris multifida Porn. 牛ノモトサウ P & 4 2 224 4 4 3 O 3.0 C，IC 
Ophioglossaα沼e J、ナヤ;<.1)科
Botrychium ternatum Sw. P F， 1 
ア子//、ナヲラピ
opledt osK hUs四mm dppmdczm MIYAEE P 4 3 2 1 2 2 1 2 (1. 7) F. C， 1.Am. E 
J、ナヤ;<.1)
-17 - (10u) 
Osmw叫且C泡ae ぜ Vマイ科
OmJunda ja抑nicaTHU:NB. ぜシマイ 66634343 
Lycopodi釦eae ヒカゲノカズヲ科 ! 
Lycotodium clatJatllm L.ヒカゲノカズヲ ip14446142 .2 24 F， nA 
L. i制帽dotumL. -1"チ見ギラ;，- 1 P 1 (+X+)(+)(+) 
備考 (+)印分布するも発生国Eの開査股落のもの.其の他は修1表に同じ.
第 3表 地方的又はー骨約な永田の雑草種領とその地理的分布，発生度主主に海外に於ける分布
¥植¥物¥名t科¥名九，学名，地-利1域4民区1分、と~発九、生~度ー
E邑 北三爾 ~h JI( JI(山瀬北南 平
育 海 戸 九 均 海外κ於ける分布期 内 数
間 退陣.諸君臨山海陰海州海 Ji{ 
Com伊sitae キク科
Adenostemma Ltrvn剖・aO. KUNTZE P 9 G G G .2 3 .2 3 .2 3 1.6 K， R， F， C，IC， 
買マダイ=ン Am， Au 
Aster Tripulium L. ウラギク S <+x+) 2 3 2 3 (1.0) K， C， M，nA， E 
EゅaJonumGlehni F:a. SolIM. P 3 3 3 3 3 3 3 2 2 G 2.5 nA 
国、'?7々ヒヨ，.'9 
E. jゆo附 umvar. tripartitum MAKINO P (+)(+ X +x + X + X )(+) K，C 
主ザ，.ヒヨド 9，.ナ
E.L仰dloyanumDC. サPヒヨドロ P 3 3 333 3 4 443 3.3 K， R， F， C， M 
E. st傭 hadosmumHANOE アジ，.カマ P (ート)2 1 2 1 1 3 3 0 G (1.3) K，C 
Hololei棚 KramerIKITAMURA "..ヰラν P (宇X+X+X+X←)(+) 1‘ 
SemMdAo 2cmM. 胃lt回lrisDC. var. subdontatus P 0343232 3 3 3 2.6 K，R， F 
サpヲグルマ
一一
cam凹n凶a咽 e キキヤウ科 1 1 
L必eljasesi附'oliaLAlIls・サVギキヤウ IP15 22 2 3 312.91 K， F， M， nA， 1 
C町町bita閣 e ウリ科 1 1 
Molothria jtゆomcaM.A.XI.M.""ズメノウ 91S 1 G 
LentibuJari町eae P '"キ壬科
Utriculana制 ltiが即岨 MIKI I p1(+x+x+X+X+X+X+X+) 1(+) I K， nA 
ヒメ {;l 買キ~
Pedaliaぽ泡e ~-.r科 I I I I 
P噌ollane柑 is~LIVJlR ヒV 是ドキ 1 P 1 ( + X + X + X + X + X + X + X + X +)1 (+)IK，C 
Scroph叫ariaceae ゴマノハグサ科
Gratiola a伽町制laMAXI.M. S G G 1 G .2 G 。 1 (0.4) K 
マル，.ノサ!1PウガラV
G. violacea M.A.XI.M. var. saginoides S G .2 .2 G .2 1 1 G G G 0.8 K，R，M 
FRANC1{. et SAV. アカヌマサウ
G. violac，伺 M.A.XIM. サ!1トウガラV 'S o 3 3 2 .2 3 3 333 2.6 K，R，M 
M時凶jゆ傭i印 Svぽ .albift側 SMAKlNO P ( + X +( + X +X + )( +) F 
シロ同ナサギゴケ
ルlicrocarpaoaminima MF.RRILL S (+X+ X+X+X t) (+) K， R， F， C， 1， 
見ズメノノ、=ペ IC， Au 
Mimulus infiatus NAKAI ミグホホズキ P 6 3 .2 .2 3 .2 3 3 3 2 2.8 K 
(100) -18 -
SoIanac飽 e ナz科
Sol，田町mmegaα坤 umKoroz. P o o 1 2 o 0 2 0 0 (0.5) nA 
オホマル."."ホロν
Labiatae ~ y科
Lycopus angustωMAKINO ヒメジロネ P 3 3 3 3 2 2 2 2 2 (+) (2.2) K， M， nA 
ム c町 eat悶sL註VEILLl匝イヌ F ロネ P (+X+X+X+X+X+X+X+X+X+) (+) K， M， C， nA 
OrtJux伽 grosseserratumKUDOヒメジソ S o 4 2 2 223 334 2.5 K， C， M 
Scutellaria勾四時間MA.XIM.ヒメナミキ P 4 4 3 3 1 2 2 (+) 1 (+) (2.0) K， M， nA 
Prim叫aα渇t サクラサウ科 . 
LydRm.aKzMNa UTuH ulgaイ'sL.四 r.da即 Tica P 4 3 3 2 2 (+) 1 (+) o (+) (1.5) K，C(凶，E.Af)
日夕サレダマ
UmbeIiferae セヲ科
HydTOCotyle TamiftoTa MAXIM. P (+X+X+X+X+X+X+X+X+X+) (+) K 
オホチドメ
Sium NiM L. ムカゴ=.Z/t):/ P 242122 212 (1.8) C? 
Hippuridaceae ;<.ギナ毛科
(1.4) I K，C， nA Hippuris vulgarIS L. スギナモ 4 330 2 2 
Oenothemceae アカHナ科
Hypericum Ascyron L. ト毛エサウ P (+X+X+X+X+X+X+X+) (+) K， C， nA， Am 
]ussiaea stipul町 eaOaWI ミグキ:.-'".ヰ P 。 020 002 (0.4) F 
Ludwigia叩 a/isMIQ.主ズノユキノシダ P o 1 -2 3 2 3 322 (1.8) F 
Lythrum salicaria L. エゾ Zツハギ P 533213 (+X+) (1. 7) C， nA， 1， E.Af， Au 
Balsaminaα渇.e '7!)アネサウ科
lmpal必11$TextOTI MIQ. .，!Iアヲサウ P 54334333 3 (3.1) K 
1. 7101何angereL. キザネノアネ P 4 (+X'トX+X+X+X+X+X+X+)I(+) K， nA， IC， w A， E， Am 
Ro縄ceae 1~ ラ科
Potentilla centigrana MA.XIM. P 5 4 3 3 2 1 2 0 (2.O) K， F，C 
ヒメ f、ピイチゴ
saTzgMdwmbva .tet mMnfEolYd. a FISCH・var.alba P 4 3 2 O(+X+)l 0 0(+) (1.0) K，nA 
ナガポノシロ)7レ号カウ
Cruciferae アプラナ科
Gardamine scutaJa Tmnm. P 4 (十X+X+X+X+X+X+X+X+)(0.4) K， M， nA 
オホ".pネヲケ同ナ . 
Ranunculaceae キンポ.，.ゲ科
Ra胃unculuschinensis B口NGE. P 2 0 o (+)2 (+X+X+) (0.4) K， C， nA， Am 
=キツネノボダン
Liliaα~e ユリ科
Habenar;a ramata SPRENG・サギサウ P (+X +X+X+X+X+X +X+X'ト) (+ ) C? 
H. Sagittifera REI'α四. ii;')?トンボ P (←X+X+X+X+X+X+X+X+X+) (+) C 
HemeTocallis longituba MIQ. P 4 3 2 4 2 3 3 2 + 3 (2.6) R，F，C 
ノク)7:.-'ザウ
Juncaeae ヰ科
]1IftCUS di，国tTo.帥ant凶 Bu<沼・. P (+X+X+X+X+X+X+X+X+X令) (+) K，C 
ヒロノ、，，=量ウガイぜキ V ヨ.，.
-19 - (10η 
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Eri似:aulaceae ホシクサ科
Eriocaul，伺 nudt・C山ρeMAXIM. S o 0 0 022 1 (} 2 (0.'1) 1・
シヲダマホジクサ
E.1w7UkJense SATAICKーツボVイ買ノヒゲ S (+X+X+X+X+X十X+X+X+X+) (+) K 
Cypera沈ae カヤツ Pグサ科
Car，出 DickinsiiFRAN<:H・etSAVAT. P (} 2， 22(+).!! :3 11 (1.2) K 
オ品スゲ
C. dimorp1wl，併's5TF.UD.アぜナル:2::-'ゲ P 3 3 333 3 2 3 :3 2 2.'1 K， R， C， IC 
C.ld:;curoei FRANCH. et S.lVAT.ウマスグ P 。o1 2 :3 1 2 (0.8) K，C 
C. incisa BooT'r. カヲラスグ P o 1 3 3 2 .1 2(+)1 (1.5) 1‘ 
C. ，1:争ataMUHLENO・ オホカハグ::-.グ P (+X+X+X+X+) Am 
C. transt府 saBoOT. ヤノ、ラスゲ P (} o 2 3 333 333 2.3 K， R，C 
CY，μrus pil吋USVAHL ォーガヤヲリ P (+X+X+X+X+) (ート〉 R， F， C， nA， 1 
Fimbristylis vela1a R. Bn. S (+X十X+X+X+X+X+X+X+) (+) K， M， Au 
メアぜテンツキ
Rhync，仇storachinensis NEF.B et MEiEN P 3 3 3 2 2 3 2 3 2 ~ 2.6 K， R， F， C， 1 
イ声ノハナヒグ
Sciゅuspl，醐{出lmisFR. SOliM. P (+X+X+X+X+X+X+X+X+X+) (+) K， R， M， nA 
:2.ウキヤガラ
S. fuire7問'desMAXIM・ヨマザカサ見スキ P o 3 ! 2 2 2 (+) 2 1 (+) (1.4) C 
S. .lI抑制:kurianusMA K闘の P 020 ] 211 110 0.9 J‘ 
マヅカサ7-7-キ
S. Wic，加raiB仇lICLR. アプラガヤ P 4 4 2 4 232 233 2.9 K， C， M 
Gramineae イネ科
Echktmascahl倒cu。eOωH・gmalli Bmuv.var. S (+X+X+X+)3(+)333 (1.2) J楊
区WI ヒメダイ声ピエ
Eragr01tIs ia;仰 icaTRIN :2 :r )lカぜクサ s (} 2 1 2 2 1 (+) 1 3 3 (1.5) K， R， F，C 
Glycer切断。ゅisOHWI P (+X+X+X+X+X+X+X+X+X+) (+) K， F， M， C 
ヒロハノドヂヤウヲナギ
G. ischyroneura 5TEUD ドヂヤウツナギ P 453 3 223 3 3 3 3.1 K 
Leersia ja，炉問icaMA阻羽0 アシカキ P o 1 1 2(+)2 3 2 3(+) (1.4) K，C 
L. orYIIC1Ids哩SW. エグノサヤ買カグサ P 5 1 2 o o 0 o o 0 (} 0.8 K， E， wA， Am， nA 
Zillumia latifolia Tu即 L マヨ号 P 1 4 4 4 344 332 3.2 R，F，C，nA 
Potanぬ'geto国国民ヒルムシロ科
P I(+x………I (+) I F， C， IC， 1， E Potan日'get側加tomL. ヲヒルムνロ
Typhaceae 茸，..，科
T'ypha latifoUa L. ガマ
Polypodiac湖 e ウヲボV科
Dry明 msthelyptms A. G且AY
ヒメ Y!I"
Onoclea sensibilis L. var. i.nt宵円'1噌a
MAXIM. カウャ!7ラピ
ー
3 322 2 2 3 
4 4 332 
3 2 !
第 4表北海道の地方的雑草
a畑地雑草
Compositaeキク科:Artemisia montana PAMPAN.ーグヨ壬ギ，Aster Glehni Fn. SuHM・品".ゴマナ，
後α・rsiumye:;c，世間eMAKINOサ 17アザ主，Senecio Ps，剖IcJo.ArnicaLESS. .x.グオグマ JLabiataeクチピル
(108) -20-
同ナ科:Clino.が油・umchine開 O.KUNTZE var. shibetchense KOID7l. ~グクルマ同ナ， Asclepiadaceae 
jJ1fイ号科:Cyna町加mcaudatum MAXIM. イケマ， Oeno仕leraceae.アカメナ科:Etllobium angus・
tifolium L. ヤナギヲン， E. mo帽tanumL. 且グアカバナ， Oxalidac蹴カダバミ科:Oxalis fi側 ana
BUNGE エグカダ刊し Rosaceae イ~ラ科: Geum a均ゆicumJAOQ.オホrイコシサウ， Papaverac飽e
fシ科:Corydalis ambigua C回M.et sc国四回.エグ:%.;/::rサク， Dioscore位伺eヤマノイモ科:
Dioscorea ni.ゑ抑的。 MAKINOウチハド=ロ， Li1iaceaeユロ科:Gagea lutea KF.R・G.lWI，.キ~ナ J ア ­
T ナ 9科13種
b 水 国 雑 草
Compoaitaeキタ科:Bidens radiata T岡地司r.pイ'nnatifidaKITAlI. :%.グ Jトウコギ，釦ophular泊調e
::r~，，~、グサ科: Ver.捌 ica棚 ericanasaw古賀・エグカ!7ジνャ， Labiatae !Iチピル月ナ科:Lycゆus
unijlorus MIC眠.エグシロネ，仁lenotheraceaeアカパナ科:Epilobium問 ntanumL.エタアカ Hナ，
Eriα:auJIIA:泥沼eホVクサ科:・ETIocatl伽 m01回cocc明 NAKAI 且グホYクサ， Araceaeサトイモ科:
Lysicbiton ca柄拘chatcenseScHOTT ~ザバセウ ， Symploca7がlSrenifoli出 sc民OTTザぜンサウ， Cypera. 
ceaeカヤツ Pグサ科:C(ZTeX lae明 rostrisBLYTTオホカサ;<.y，C. 関与~caudata AKIiAMAオホアぜ
見ゲ Gramineaeイネ科:Glycerぜan且tansKoMAR・ホソ~ノドヂ守ウヲナギ S凹rganiaceae ミクロ
科:$炉rganiumglomeTatum LAP.8T・p..-さ !IY 9科11種・印日本国有種
第2，3表によれば，それらの畑地種類ぽ41科 157種，水田種類は24科67種である.それ
を生育期によって分類すれば多年生121積，夏季1年生31種，冬季1年生51種，水田の多年
生56種， 1年生は12種となり，両者共に多年生のものが圧倒的に多い.ぞれらの結果は既述
の本邦に広〈分布する雑草が1年生と多年生と'約半身であるに比べて可成り異る.衣に，とれ
らの種類の地理的分布を見るに畑地のもの175及水田67:種の内，両者共若干種が本邦の北部哉
は南部に偏って介布ずる.例えぽ南寺鳴のみに分布するもの，ノデギク，アνノノギク，ラセ
シザウ，ハマピシ， トキリマメ，グシキりマメ， ツルナ(以上畑地)， ヌマグイコγ，スズメ
ハコペ， .:=.ホシホシクザ(~土71<回)，一方北部のみに分布するもの， アキグプキ，オホイグ
ドムェゾヌカポ〈以上畑地)， ェゾサヤヌカグザ(水田〉等が見られる.又.畑地の種類の
内約65種が北海道でほ見られない.叉，三鴎，両潤，北趨では10数積，其の他の他区は4--
9揮を欠く.同巴〈水田67種の内，北海道約20種を欠ぎ，其の他の地域は10種以下を欠くので
ある.との様:-C，寒い北海道ほ於ては可成り多ぐの種類を欠くが，本州，四国，九州に於ける
地域による地理的分布の養除少いととが判明したその反面に於て第4表の田畑各10数種が北
海道{乞於てのみ耕地雑草，叉ぽ，開墾地及その周縁地の雑草とみられる.とれ等ぽ多くは寒地
性の植物である.
地方的叉ぽ一時刻fC開墾畑に生育する雑草157種の内，日本固有種が10種あるが，其の他ぽ
朝鮮等!c共遁的;c分布する. fWち，朝鮮約 100種，中国94慣，台湾約印種等のア~アの諸国と
の共通慣が大都介であり，ヲえいで多いのが溝州，シペリヤ，滑海1fl，樺太等の北東アジア1-c分
布するもの35賓がある.然し，其の他の国との共通種は僅かである.flPち，印度17置，中西ア
ジア10種，ヨ{ロツパ15:種，北米12種，東南アジア17種にすぎない.一方地方的，叉は新しい
水田{亡短期間残る雑草67種の内，日本固有種が5種あり，朝鮮との共通種47:種，支那との共通
種33霞，台湾16種，~ペリア，樺太，千島等の北東アジア21種である.その他の分布陰極めて
少し何れも10種以内でるる(延種類数).
ιu:の地方及開墾地の一時刻雑事を先:と報告した耕地雑草に比較すれば，間有種の割合が稿
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多く，叉東アタアと北東アクアの共通自生種が大部分をと占め，とれらを除いた他の地域との共
誼種は極めて少いととは，本邦に広〈介布する耕地雑草と地方的友一時的嫌草との両者聞に著
しい対照をたす.先の報告の耕泡雑草は，日本朝鮮，中国等の東アヲア地域の共通自生種が多
いのであるが，しかし，叉速い外国との共遜障が可成り多くあり，特?c水回雑草!c.於け!る東南
アジア， 印度地方，畑地雑草('1:於けるヨーロツパ，或は北米との共通分布している種類があ
る，それらの多くは人類によって古くから又は近世に外国からもたらされた帰化植物と考えら
れたのである.処で前述の様('1:回畑の地方的及ー附句雑草はその海外に於ける共通分布は近く
の東アジア及北東ナヲ7 が大多数をと占めてゐる，恐らくその殆んどが地続きによる分布であ
らう.日本列島は大陸と断続的に地続きであったが最終段洪積世叉ば沖積世初期というから現
在まで地史的にはそう長〈はたいので，当時かち地続きの日本書とも含めて広く東アジアに自生
じていたものが今日に及んでいるのであろう.叉渡鳥による伝捧等の自然的分布によるものと
考えられる. 叉地方的及一時的雑草の内， 回畑で15置の日本特産種が見られるが， それらは
日本列島の一部に於て分化して固有化したのであるう.情，これ等の表に掲げた種が開墾地雑
草の全部で除ない‘先に害草，強客草とした若干種と畦畔雑草の大多数は原野，開墾地，睦時
，耕地を遇巴て自生するので当然それらも開墾地雑草l"C加えなければならない.本表に記述し
た種類の多く除たまたま開墾地になる前からあるものが其処に一時的に残るもので，耕地が耕
されるにつれて田畑内から駆逐せられて，通常その周縁の地域医以前のままの野草として生育
ずるものである.但Lそれらは耕作を放棄した畑に除叉発生して来る.
地方によって雑草と認められる腸化植物
地方によって雑草と認められる近世以来の帰化植物を一括して第5表に表示した
第 5表 地方によって雑草と認められる帰化縞物
Compositaeキク科:Achillea Milザ'oliumL. -1<イヨウノヨギリサウ(BC，El)， Ambrosia artemisi句folia
L.プダクサ (BC，Ek)， Anthemis Cotula L.カミツレモドキ (Em)，Aγ加 'serisminima SClIWEIGG et 
kOERTB ~ ;<ポポモドキ (BC)，Car.ぬ凶ochrocentusGREBNRアメリカヒιVアザミ (BC)，Chrysanthem岬帽
L甜canthe側 4111L.フランユギク (BC)，Erechtites Jzieracifolia RAFFIN・ダンドポロギク (Ek，El， Em)， 
Eriger側 philadelphic凶 L.ハルジョン (BC，EI. Fq)， E. sumatrensis RETZ.オホアレチノギク (Ek).
Gali回ogapm切lflo1"GCA V. ノ、キダメギク (El."Em)， GnaphaliumタIrpltreumL.チチヨグサモドキ
(Em， Ek， El). G. sylvaticum L.エダウチチチヨグサ (Em)，Heli<mぜかIStuberosus L.キクイモ〈各
地)Lactuca virosa L. トケバーガナ (BC)，Matrica巾伽tricarioidesPORTER :1シカグサ (BC)，
Rudbeckia hirta L. アラグノ《、;< ~ゴfサウ〈但BC)， R.laci~仇耐帽d肱ziataL.オホノh、シ-=rサウ (BCの).Solidゐσ~go CI印'01叩nade飢，托悶zs
L.カナrアキノキリ vサウくEn). Tara叫必ac仰umv制ul匂'gare So沼圧昆ANK セイヨウ~官=シ〆ポボ (BC， E日k.E日1η)，
Tra勾gψゆo噌g捌 pr，叫d側 iゐsL. ，丹々 ヲモシギク (En)..Xanthiu抑 制 adenseMU，Lオホメナモミ(Ek， En)， 
Rubiaceaeアカネ科:Diodia teres WALTER var. setij汐 FERNALDet GRISιOM オホ 7~バムグラ
(El， Em)， Scrophulariaceae -=rマノハグサ科:Verbascum Thapsus L. ピロウド毛ウズイカ (BC)，
Solanao関 eナR科:Datura Tatula ムョゥνユチョウセンアサガホ (Fr，Em)， Labiataeシソ科:
Amethystea caentka L.ルリハッカ Lamium炉ゆ町側m L. ヒメオ]'..]1 :1サゥ '-Ek，En)， Mentha 
vi，.idis L， var. cr坤aB町 TH・オラシダハッカくEm，Eo)， Umbelliferaeセリ科:Apium ammi URB・
~"?~ぜリ (Ek， En)， Oenotheraceaeアカ月ナ科:Oe1回，theralaciniata HILLマツヨヒグサ (BC)， 
Malvac伺 eアヲイ科:Malt川間schataL.ジヤカウアブヒ(BC)，M. rotundi.了。liaL.ハヒアアヒ (BC).
Euphorbiaceaeトウダイグサ科:Chamaesyce maculata SMALLオホ畠 V キサウ (Em)，Oxalidaceaeカ
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?
?
? 『 ? ? ? 『 ?
p >~ミ科: Oxalis B偶lIeCl1間 LODD・，、ナカダメミ (El)，Le思lminosaeマメ科:Medicago m.inima 1. 
ヨウマゴヤ!>'(各地)Melilotus suavea/，側 LXDJUlOUR!/ナガノリ、ギ (Em)，TrifoliumゐUlIumSlsT冊目
コメツプツメクサくEm，En)， Cruciferlleアプラナ科 :B四 sicac訓抑trisL. subsp. Napus HoOK 
et AN町随.セイヨウナダネくBC)，B. iu脳"C叩凶.et COSB.オホメガラシ (BC)，B. olerace" ，L. 
ノハラタマナ (BC)，Ca脚 li1Uldentata PI・;ω.アマナヅナ (BC)，C. sativa CRANZ.ナガミノアマナグ
ナ (BC)，Cuscuta 1;がlinumWEIKEアマダオシ (BC)， Descurainia Sophia WF.DELLクジラグサ
(Ek， Em，) Erysint<m cheirant加・'desL.ョウvユエ!7';:<.ズジロ (BC)，Lepiゐ・ump可'oliatumL. ::lジミノ
ナヅナ (Ek，Em， El)， Nastritium sylvestre R. B.ヤチイヌガラν くBC').Neslia paniculata DDlvAUX 
p..ガラシ (Ek，Em， El)， Eisyl必巾malt:ssimum L. -"ダザホガラシ (Ek，Em).， S. aJficina'u SooP. 
方キネガヲシ (BC，En. Ek， Em)， S. Oritntak L.イヌカキネガラジくEl)，Ranw犯叫80国車キモアネノ
ポタシ科:Ranunculus muricat回 I晶子グミノキザネノボタン (Em，Ek)， Nymph且eaαaeヒザゲグサ
科:Cabomba carolinian2 GRA7ハゴロ毛 (El)，Caryophylla償国ナヂシ=科:Agrostewo聞 Git加go
L. ムギセ V ノウ (BC， En)， Melandrium削 ctiflorumFRrn マツヨヒセ ~J ウ (BC)， PolycaI'，抑
tetraphyllum L.ヨツバハヨベ (Em)，Sillene Am陪riaL.ムシトロナヂν:l(BC)， S. gallica L.ジロ
パナマンテマ~(En)， S.伊gulaar開憎む L.v町 maximaMEl.T. et KOCHオホツメクサモドキ (BC.
El)， S. maxima form. laevis ASCfI et GRAEs.ケナU オホツメクサ (BC)，S. rubra PRESI.ウE ベa
ツメクサ (BC)，Aiz岨 ceaeヲルナ科:Mollugo verticillata L.クルマバザク世サウ (El，Em， En)， 
Phyωぬccaceaeヤマ fポウ科.:Ph ytolacca i:n聞がcanaL.アメリカヤマゴボウ (Ek，En)， Amarantha. 
C回 eヒユ科 :Amaranthus抑制sL.アヲユピ (BC，En， Ek， El)， A. patulus BRR刊 L・ホジアヲグイ F
ウ (El)，EuxolllS viridis MOQUINホナガイ声ピユ (Em)，Cheno似xliaceaeアカザ科:Cheno，伊dium
ambrosioiゐsL. var.pz必escensMAKI.NOアメ Pカア Fタサウ (Ek)，C. glaucum L.ウラジロアカザ(En)，
Polygonac鵬グデ科:民地rdykiadu脚 'torllmDUlIwuTIF.aザルタデ (Em)，Polygo剛 m mu附 onnn
T田町.'''1'ルドクダミ〈各地).Iridac飽 eアヤメ科:Sisyri町 hiumiridi了'oliumHUMBOL班咽r.1a即 m
F. MAP.KAWAオホー!1セキショウ (Em，En)， Liliace包eユリ科:Allium Moly L.キバナノギ守ウジ
ヤ=ン=ク tBC)，陥，thoscordumfragrans KUNT庄 内ダケーラ (Ek)，Gramineaeイネ科:AVゆ'yron
T呼陪nsBF . mv. シバムギ (BC)，Alotecuγ凶 pra1ensisL. オホスズメノテツポウ (BC，El， Ek)， 
Anthoxanthum odoratum L. ..1、舟7!ヤ (BC，El， Ek)， Arrhenatherum elρtius 1. et C. PRESL.オホカ=
ザロ (BC)，Briza maxim2 L.ョメンサウ (Ek)，Br，捌 tlSmollis L.ハマチヤヒキ (BC)，C:戸田問問S
cristat凶 L.タシガヤ (Em)，Daαylis g10merata L.カモガヤ (BC).Dinebra arabica ]ACQ・J、キダメ
ガヤ (Fp)，Eragrostis po2eoi，御 'sBEAUV. :l"'" ~メガヤ(El， Em)， Festtlca elatior L.ヒロハノウジ
ノケグサ (BC)，Holcus 1m回t凶 L.シラケガヤ (Ek)，Lolium multijlorum L.ネズミムギ (Em)，L. 
fJerenne L. ホソムギ (BC)，ム remotumS咽 al.NKアマドクムギ (BC)，Panicum dichotpm仲間m
MICHAUXオオタサキピ (El，Em) Phala市 canariensisL.ヤリクサ (Ek)，Poa抑 1ust市 L.ヌマイ
チゴヅナギ (BC) 23科90種
• I 
備考括孤内の BC北海匙 Ej三陸， Fp爾祇 Fq三陸， El関東京1!， Ek 東海， Fr山陰， Em 
瀬戸内海， En北九州， Eo南海の各地方に分布を示す.
それ等ぽ23科90種あるが，それ等の多数段可成以前(-C渡来していたが余り各地に拡がってい
ないのである.しかし，キクイモの如く職時中に於て食料及飼料のために各地で栽培され，そ
れが逸出して全国的に原野，路傍に点々と雑草化したものがるる.又，グγ ドボロギクの如ぎ
防戦災焼跡'.'C一時的に非常にはびとった.叉職後遺合国軍の進駐i'C伴い渡来した帰化植物，例 ・
えば，山口大学構内にあかcarpontetraphyll酬 L.【紛が見られる，又，岡山大学構内に戸シミ
ノナヅナ，タマナヅナ等が見られたが，‘其の後消失した.とのような帰化植物政他にもあち
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ラ.第5表(乞於ける種類の内プググサ，グシドポロギク，ハキグメギタ，セイヨウグγポポ，
;tラy?，ハッカ，コウマゴヤシ，コメツプツメグサ，ヤチイヌガラシ，ムアトリナデシコ，ア
ヲピ:5-，シパムギ等陰地方的i'C可成b厄介な雑草とたっているが，とれらを除いた他のものは
量的には少い.近世以来の帰化雑草}宮本家以外に先に発表した各地に広〈分布する帰化雑草49
種があるかち査部で近世:以来の帰化雑草は約140種と主主る.
摘 要
1)先に箸者ぽ本邦の各地の耕地及同臨時に自生する畑地雑草は50科 266種，同水田雑草除42
科 186種あか それらの内14科40種が田畑共通的に発生すると発表した.設に畑地雑草
を8種補遣し，叉.主として先tc水田雑草と認めた種類であるが転換畑等の湿り易い畑に
於て発生するもの36種等を追加したその結果』土木都畑地雑草53科却2種，7.K回雑草43
科 191種及それらの内 18科 76種をと回畑共通様草と算定し， 前報の成績を訂正した. しか
し耕地雑草を耕地内のみ~主として発生するものに限定すればその種類散はそれより著し
く少数とたらう.
2)前述の耕地雑草とは別に設に或る地方(Z::於て雑草と認める地方的主主雑草，或は原野草であ
るが開墾，開拓地等:乞於いて一時的に雑草として残る種類を畑地に於て 41科 157種，水聞
に於て 24科 67種記載した.
3)それらの種類の地理的分布を見るに北海道に政畑地65種，水田約20種を欠を叉若干の種は
本邦の北に，或は甫に偏して発生するが，北海道を除けば地域による分布は差が少ない.
畑地，水田で15揮の日本固有種が見られたが，田畑両者のもの共に大部分が東アジアと共
通的tc分布する種類であり，ヲえいで北東アジアのものが多<. その他の地域に分布するも
のは極めて少い.
4)本邦の所kに発生して，所によって雑草と見られる帰イじ植物23科90種を一括表示した.そ
れらの内若干積陰地方に.よって量的に可成り多く発生して厄介覗されるが他の大部分は発
生量の少い種類である.
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